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令和５年度熊本北高校ハイブリッド型
ＳＳＨ成果発表会 開催

図１ ハイブリッド型ＳＳＨ成果発表会の会場での様子

【会場参加】
・運営指導委員 ・高校教育課
・県内大学職員 ・県内高校教員
・保護者 ・職員
・理数科・英語科１年、２学年全員、
【オンライン参加】
・運営指導委員 ・大学職員、院生
・民間企業、NPO等
・県立教育センター職員
・県内外高校教員 ・保護者

・１年生徒、職員 他

英語科GRⅡの発表も行
われました。
審査の結果、自然科学
部化学分野及び物理分
野が最優秀賞に選出さ
れました。化学分野は、
「令和6年度SSH生徒研
究発表会」に学校代表と
して出場します。

2月22日（木）に会場
満席でのSSH成果発表
会を実施しました。普通
科１年生及び県外からの
参加等は、オンラインから
参加していただきました。
オンラインでは、Google
Formsで質問等をしても
らい80を超える質問やコ
せ

コメントが寄せられ活発
な議論が行われました。
今回は、卒業生講話と
パネルディスカッションを
実施しました。大学生起
業家2名と、自然科学部
カードゲーム班による発
表及び相互交流が実現
しました。普通科URⅡと
い
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高大連携を見据えたSSH成果普及
教育学術新聞への寄稿及び日本教育工学会での発表

図2 教育学術新聞2024年2月14日(水)第2954号「探
究活動の共有ビジョン 高大共創ルーブリックを目指して」

図3 日本教育工学会2024年春季全
国大会における発表について

教育学術新聞記事：https://kumamoto-kitako.ed.jp/bbs/board.php?bo_table=news&wr_id=689&sca=SSH
（掲載許諾を得てHPにて記事を共有）

探究活動と繋げるための
評価に関する発表でした。
当日の発表時には、会場
に入りきれない方が出る
など探究活動への関心
の高さがうかがえました。
今後も高大接続研究を
進め、熊本県及び全国の
大学とも連携した事業推
進を進めていきます。

2月14日（水)の教育学
術新聞第2954号に、本
校SSH研究部の取組に
関する寄稿が掲載されま
した。タイトルは「探究活
動の共有ビジョン 高大
共創ルーブリックを目指
して」です。熊本北高校
で取り組まれてきたSSH
事業におけるマクロレベ
ルレ

ルのルーブリック作成過
程や熊本県サイエンスコ
ンソーシアム（KSC）での
普及活動を紹介しました。
また、3月2日（土）には、
日本教育工学会2024
年春季全国大会におい
て、本校SSH事業の取組
を口頭発表にて紹介して
きました。在り方生き方を

https://kumamoto-kitako.ed.jp/bbs/board.php?bo_table=news&wr_id=689&sca=SSH

